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（別紙様式４） 

平成２９年７月２０日現在 

 

職業実践専門課程の基本情報について 
 

学  校  名  設置認可年月日  校 長 名  所   在   地 

ＹＩＣ看護福祉 

専門学校 平成21年12月25日 伊藤 悦子 

 〒７４７－０８０２ 

山口県防府市中央町１番８号 
     （電話）０８３５－２６－１１２２ 

 設 置 者 名  設立認可年月日  代 表 者 名  所   在   地 

学校法人ＹＩＣ学院 平成9年1月28日 井本 浩二 

 〒７５４－００２１ 

山口県山口市小郡黄金町２番２４号 
     （電話）０８３－９７６－８１１１ 

目 

的 

その人らしい生活を支えるために、介護に必要な教養や倫理的態度を身につけさせるとともに、人の
心や体の仕組みについて教授し、他職種との協働や適切な介護の提供ができる介護福祉専門職を育成
する。 

分 野 課 程 名 学 科 名 修業年限 
（昼、夜別） 

全課程の修了に
必要な総授業時
数又は総単位数 

専門士の付与 高度専門士 

の付与 

福 祉 
教育・社会福

祉専門課程 
介護福祉学科 

２年 
（昼） 

２０２１ 
単位時間 

文部科学省告示平成

２２年１１月２９日

告示１５３号 

なし 

教育課程 

講義 演習 実験 実習 実技 

１．３６０ 

時間 
２０５時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 
４５６時間 

（又は単位） 
単位時間 

（又は単位） 

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

８０人 ３８人 ６人 ９人 １５人 

学期制度 ■１学期：  

■２学期：前・後期 

■３学期：  

成績評価 ■成績表（○有・無） 

■成績評価の基準・方法について 

  １００点満点 

  紙テスト・実技・実習 

 

長期休み ■夏  季：あり（２週間） 

■冬  季：あり（２週間） 

■学 年 末：あり（３週間） 

卒業・進級条件 
進級の条件 
・学費の完納 
・科目の３分の２以上出席、ただし
実習は５分の４ 

卒業の条件 
・欠席日数が出席すべき日数の３分
の１を超えていないこと 
・全科目の単位を修得し、全課程の
修了が認定されていること 

生徒指導 ■クラス担任制（○有・無） 

■長期欠席者への指導等の対応 

 １～２か月に１回電話によるやりとり 

課外活動 

  

■課外活動の種類 

  ボランテイア活動 

■サークル活動（有・○無） 
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就職等の状況 ■主な就職先、業界  福祉施設 

■就職率   １００％ ※１ 

■卒業者に占める就職者の割合 

 １００％ ※２ 

（平成28年度卒業者に関する平成29年3月
1日時点の情報） 

主な資格・検定   介護福祉士 

中途退学の現状 ■中途退学者 ３ 名  ■中退率 ６．５  ％ 

平成２８年 ４月 １日 在学者 ４６ 名（平成２８年 ４月入学者を含む） 

平成２９年 ３月３１日 在学者 ４３ 名（平成２９年 ３月卒業生を含む） 

■中途退学の主な理由  

  進路変更 

■中退防止のための取組 

 ・学力不足への対応：個別指導の実施により学習習慣を身に着けさせる。 

 

ホームページ URL:http://wwww.yic.ac.jp /nw/ 

 

 

※１「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」の定義による。 

①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものとする。 

②「就職率」における「就職者」とは、正規の職員（１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等

から採用通知などが出された者）をいう。 

③「就職率」における「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後

の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留年」「資格取得」などを希望する者は含まない。 

 

※２「学校基本調査」の定義による。 

全卒業生のうち就職者総数の占める割合をいう。 

「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいう。自家・自営業に就いたものは含めるが、家事手伝い、臨時 

的な仕事に就いた者は就職者とはしない（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う。）

http://wwww.yic.ac.jp/
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１．教育課程の編成 

（教育課程の編成における企業等との連携に関する基本方針） 

保護者、卒業生はもとより、介護福祉教育に関連する実習施設、介護福祉士会、県の主管課などの学校関係者など

を学校自らが専任し、編成した教育課程編成委員会で各方面からの意見を聴取し、編成作業に反映する。 

（教育課程編成委員会等の全委員の名簿） 

平成２８年５月１日現在 

名 前 所   属 

吉村 喜代子 山口県看護協会 

河本 由美 山口県介護福祉士会 

山本 亜沙美 ＹＩＣ看護福祉専門学校同窓会 

楫野 由美子 医療法人和同会 片倉病院 

山根 昭昶 特別養護老人ホーム やすらぎ苑 

落合 教子 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

伊藤 悦子 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

野﨑 美紀 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

日當 泰浩 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

吉武 理恵 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

有本 徹哉 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

田中 恵美子 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

河村 晶子 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

福本 智子 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

 

（開催日時） 

第１回 平成２８年１１月１５日 １４：００～１５：００ 

第２回 平成２９年 ２月２１日 １５：１０～１６：１０ 

 

 

２．主な実習・演習等 

（実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針） 

教育の現場と臨地との情報交換を密にし、学生の実習目標に到達させるため教育内容や指導方法について相互に意

見交換し質の高い教育を行う。 

 

科 目 名 科 目 概 要 連 携 企 業 等 
介護実習Ⅰ―１ 介護福祉利用者との人間的触れ合いを通じて、介

護福祉利用者の自助におけるニーズと介護機能並

びに施設・事業等施設職員の一般的な役割につい

て理解する。 

・通所介護事業所 

・グループホーム 

・訪問介護事業所 

介護実習Ⅰ―２ 介護福祉利用者との人間的触れ合いを通じて、介

護福祉利用者の自助におけるニーズと介護機能並

びに施設・事業等施設職員の一般的な役割につい

て理解する。 

・特別養護老人ホーム 

・介護老人保健施設 

・障害者支援施設 

・福祉型障害児入所施設 
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介護実習Ⅱ―１ 介護福祉利用者の個別性に応じた介護の在り方に

ついて理解を深める。また、施設運営のプログラ

ムに参加し処遇全般について理解する。 

・特別養護老人ホーム 

・介護老人保健施設 

・障害者支援施設 

介護実習Ⅱ―２ 介護福祉利用者の個別性に応じた介護の在り方に

ついて理解を深める。また、施設運営のプログラ

ムに参加し処遇全般について理解する。 

・特別養護老人ホーム 

・介護老人保健施設 

 

３．教員の研修等 

（教員の研修等の基本方針） 

学校の理念や教育方針等に沿って、教員の指導力や各分野における最新の知識等を習得するため、学校評価等の結

果を踏まえた研修を実施する。 

 

４．学校関係者評価 

（学校関係者評価委員会の全委員の名簿） 

   平成２８年５月１日現在 

名 前 所   属 

吉村 喜代子 山口県看護協会 

河本 由美 日本介護福祉士会 

吉松  茂 野田学園高等学校 

楫野 由美子 医療法人和同会片倉病院 

山根 昭昶 特別養護老人ホーム やすらぎ苑 

末冨 庸子 ＹＩＣ看護福祉専門学校 保護者 

落合 教子 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

伊藤 悦子 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

野﨑 美紀 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

日當 泰浩 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

吉武 理恵 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

有本 徹哉 ＹＩＣ看護福祉専門学校 

 （開催日時） 

第１回 平成２８年 ５月２５日 １０：３０～１１：３０ 

第２回 平成２９年 ２月２１日 １４：００～１５：００ 

 

（学校関係者評価結果の公表方法） 

URL:http://www.yic.ac.jp/nw/ 

 

５．情報提供 

（情報提供の方法） 

URL:http://www.yic.ac.jp/nw/ 

 

 

  

http://www.yic.ac.jp/nw/
http://www.yic.ac.jp/nw/
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授 業 科 目 等 の 概 要 

 

（教育・社会福祉専門課程介護福祉学科）平成２９年度 

分類 

授業科目名 授業科目概要 

配当

年

次・学

期 

授業

時数 

単 

位 

数 

授業方法 

講 
 

義 

演 
 

習 

実
験
・
実
習
・
実
技 

必 
 

修 

選
択
必
修 

自
由
選
択 

○ ○   人間の理解Ａ 

人間の多面的理解と尊厳の保持、自立・

自律した生活を支える必要性について

理解する。 

1 

・ 

前 

30 2 ○     

○ ○   人間の理解Ｂ 

介護実践に必要な人間の理解や、他者へ

の情報伝達に必要な、基礎的なコミュニ

ケーションの能力を養う 

１・前

後 
30 2 ○     

○ ○   
社会の制度の

理解Ａ 

人間の生活、社会のかかわりや自助から

公助に至る過程について理解する。我が

国の社会保障の基本的な考え方、歴史や

変遷、仕組みについて理解する 

1 

・ 

前 

30 2 ○     

○ ○   
社会の制度の

理解Ｂ 

介護保険制度と障碍者自立支援制度に

ついて、基礎的知識を習得する。介護実

践に必要な、個人情報保護や成年後見人

制度などの基礎的知識を習得する 

２ 

・ 

前 

30 2 ○     

○ ○   

生活活動論 

（レクレーシ

ョン） 

介護福祉サービスにおけるレクレーシ

ョンの意義について理解させる。レクレ

ーションの援助の実際と役割、活動の実

際について学ぶ 

１ 

・ 

後 

30 2 ○     

○ ○   

生活活動論 

（アクティビ

ティ・サービ

ス） 

アクティビティワーカーに求められる

専門性、対人援助職に求められる資質に

ついて様々な角度から考え、援助体系と

しての他職種との連携や利用者の理解

などについて学ぶ 

２ 

・ 

前 

30 2 ○     

○ ○   国語表現 

言葉の大切さを認識し、正しく遣うこと

ができるようにする。実習日誌などの記

載時に備え、書き言葉を覚え、実際に書

くことができるようになる 

1 

・ 

前 

30 2 ○     

○ ○   情報処理演習 

福祉現場でも求められるパソコンの基

礎的知識の習得に努め、Word,Excel を

使いこなすことを目指す 

２ 

・ 

前 

30 2 ○     
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○ ○   
介護の基本１

－１ 

「尊厳の保持」「自立支援」という介護

の考え方を理解し、「介護を必要とする

人」を、生活の観点からとらえ、安全や

チームケア等について理解する。 

1 

・ 

前 

60 4 ○     

○ ○   
介護の基本１

－２ 

「尊厳の保持」「自立支援」という介護

の考え方を理解し、「介護を必要とする

人」を、生活の観点からとらえ、安全や

チームケア等について理解する。 

１・後 60 4 ○     

○ ○   
介護の基本Ⅱ

ー１ 

人間や社会を理解する視点から介護の

専門性を理解し、利用者が安心して生き

がいの持てる生活が営める生活環境を

整えることが可能となるような、関係職

種との連携の在り方などを理解する。 

2・前

後 
30 2 ○     

○ ○   
介護の基本Ⅱ

ー２ 

人間や社会を理解する視点から介護の

専門性を理解し、利用者が安心して生き

がいの持てる生活が営める生活環境を

整えることが可能となるような、関係職

種との連携の在り方などを理解する。 

2 

・ 

前後 

30 2 ○     

○ ○   
コミュニケー

ション技術 

援助的コミュニケーションについて理

解するとともに、利用者やその家族、ま

た多職種協働におけるコミュニケーシ

ョン技術を身に付ける 

１・前 

２・後 
60 4 ○     

○ ○   
生活支援技術

Ⅰー１ 

その人らしく生きるための生活環境づ

くりをすることで、生活の楽しさや生活

の支障の解決についてもともに分かち

合うことができる 

1 

・ 

前 

30 2 ○ ○   

○ ○   
生活支援技術

Ⅰー２ 

個人に合わせた食生活をすることで利

用者自身が食生活の楽しさや健康であ

ることの重要性を感じ、その人らしく生

きるための支援ができる技術や知識を

深める。 

1 

・ 

２・ 

前後 

60 4 ○ ○   

○ ○   
生活支援技術

Ⅱ 

どのような状態であっても、その人の自

立・自律を尊重し、潜在能力を引き出し

たり、見守ることも含めた適切な介護技

術を用いて、安全に援助できる技術や知

識を深める 

１ 

・ 

２・ 

前後 

180 12 ○ ○   
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○ ○   
生活支援技術

Ⅲ 

どのような状態であっても、その人の自

立・自律を尊重し、潜在能力を引き出し

たり、見守ることも含めた適切な介護技

術を用いて、安全に援助できる技術や知

識を深める 

１ 

・ 

後 

・ 

２ 

・ 

前 

60 4 ○ ○   

○ ○   介護過程Ａ 

他の科目で学習した知識や技術を統合

し、介護過程の展開・介護計画の立案・

適切な介護サービスの提供ができる能

力を養う。 

１ 

・ 

後 

60 4 ○ ○   

○ ○   介護過程Ｂ 

他の科目で学習した知識や技術を統合

し、介護過程の展開・介護計画の立案・

適切な介護サービスの提供ができる能

力を養う。 

１ 

・２ 

・ 

後 

・ 

前 

60 4 ○ ○   

○ ○   介護過程Ｃ 

実習で担当した利用者の方のケース記

録をもとにグループディスカッション

を行い、現場で必要な介護過程が展開で

きるように学んでいく 

２ 

・ 

後 

30 2 ○ ○   

○ ○   
介護総合演習

Ａ 

介護実習に向けての心構え、予備知識、

動機づけ等の準備を行い、介護実習中は

実践力が身につくことができるように

し、実習後は振り返りを行うことで効果

的な実習を行えるようにする。 

1・前 30 2 ○ ○   

○ ○   
介護総合演習

Ｂ 

介護実習に向けての心構え、予備知識、

動機づけ等の準備を行い、介護実習中は

実践力が身につくことができるように

し、実習後は振り返りを行うことで効果

的な実習を行えるようにする。 

1・後 30 2 ○ ○   

○ ○   
介護総合演習

Ｃ 

介護実習に向けての心構え、予備知識、

動機づけ等の準備を行い、介護実習中は

実践力が身につくことができるように

し、実習後は振り返りを行うことで効果

的な実習を行えるようにする。 

２ 

・ 

前 

30 2 ○ ○   

○ ○   
介護総合演習

Ｄ 

介護実習に向けての心構え、予備知識、

動機づけ等の準備を行い、介護実習中は

実践力が身につくことができるように

し、実習後は振り返りを行うことで効果

的な実習を行えるようにする。 

２ 

・ 

後 

30 2 ○ ○   

○ ○   
介護実習Ⅰー

１ 

介護福祉利用者との人間的触れ合いを

通じて、介護福祉利用者の自助における

ニーズと介護機能並びに施設・事業等施

設職員の一般的な役割について理解す

る 

１・ 

前 
72 2     ○ 
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○ ○   
介護実習Ⅰー

２ 

介護福祉利用者との人間的触れ合いを

通じて、介護福祉利用者の自助における

ニーズと介護機能並びに施設・事業等施

設職員の一般的な役割について理解す

る 

１ 

・ 

後 

96 3     ○ 

○ ○   
介護実習Ⅱー

１ 

介護福祉利用者の個別性に応じた介護

の在り方について理解を深める。また、

施設運営のプログラムに参加し処遇全

般について理解する 

２・ 

前 
144 4     ○ 

○ ○   
介護実習Ⅱー

２ 

介護福祉利用者の個別性に応じた介護

の在り方について理解を深める。また、

施設運営のプログラムに参加し処遇全

般について理解する 

２ 

・ 

前後 

144 4     ○ 

○ ○   
発達と老化の

理解 

老化に関する心理や身体機能の変化の

特徴に関する基本的知識を習得する 

1 

．前後 
60 4 ○     

○ ○   認知症の理解 

認知症に関する基礎的技術を習得し、認

知症のある人の特性を理解し、本人や家

族を含めた周囲の環境にも配慮した介

護の視点の習得する。 

１ 

・ 

後 

・ 

２ 

・ 

前 

60 4 ○     

○ ○   障害の理解 

介護実践に必要な、個人情報保護や成年

後見人制度などの基礎的知識を理解す

る 

1 

・ 

前 

後 

60 4 ○     

○ ○   
こころとから

だのしくみＡ 
心理的側面への配慮について理解する 

1 

・ 

後 

30 2 ○     

○ ○   
こころとから

だのしくみＢ 

介護技術の根拠となる人体の構造や機

能について理解する 

1 

・ 

後 

30 2 ○     

○ ○   
こころとから

だのしくみＣ 

利用者の日常生活での各場面における

一連のプロセスを捉え、その根拠を考え

ることで支援の仕方を明確につかんで

いく 

２・前 30 2 ○     

○ ○   
こころとから

だのしくみＤ 

生物学的な死からそれぞれの死生観を

捉え、死に対するこころの理解を考え

る。専門職として医療職と介護の連携を

学ぶ 

２・ 

前 
30 2 ○     

○ ○   卒業研究 

実習における担当ケースを事例研究す

ることで、問題点を科学的に分析し、利

用者の自立や向上、発達に目を向けより

よい援助の方法を見つけだす 

２・ 

前後 
60 4 ○     



- 9 - 

◯ ◯  
マネジメント

論 

歴史の浅い介護現場の中でリーダー的

存在として今後活躍できるように医療

福祉分野におけるマネジメントを学ぶ 

2・後 30 2 ◯   

○ ○   手話 

手話を必要とする聴覚障碍者について

理解し、支援の在り方について学ぶ。日

常会話で必要な手話を習得する 

1 

・ 

前 

20 1 ○     

○ ○   
ビジネスマナ

ー 

社会人としての基本的な接遇マナーを

身に付ける 

1 

・ 

前 

15   ○     

○ ○   就職実務 

進路希望先を明確にするともに、就職活

動の流れに沿って対策を行い、準備を整

えさせる。また、採用内定後の心得につ

いて指導する 

１ 

・ 

後 

２ 

・ 

前 

15   ○     

○ ○   医療的ケア 

医療職との連携のもとで、医療的ケア

（介護職員による各痰の吸引等の実施）

が安全・適切に実施できるよう必要な知

識・技術の習得を目指す 

２・ 

後 
60 4 ○ ○   

合計  ８７科目 
２０２１単位時

間( １１４単位) 

 

 

 


